













































































































































































































































































































































































































































































































120 単位ですので、今まで 120 単位以上要求していたカリキュラムは今すべて
手直しをしている最中です。4年間で 120 ということは、1年間で 30、1学期
間で 15単位、最低取らなくていけません。法的な面で申しますと 12単位なん
ですけれども、15単位取らせてあげて 4年で卒業させてあげたいと。海外留学
しても 4年で卒業できるということをやりたいとしています。15単位取るため
には、日本語のプログラムが半分以上主になりますが、そのほかに選択科目とし
て選べないといけませんから、留学生用に取れるクラスが、カリキュラムが結構
大きくて、最低 20単位分ぐらい、できたら 25単位分ぐらいのクラスが出てい
るのが望ましいと思います。ただ、法政大学さんとはうち、協定を結んでいます
けれども、帰ってきた学生の話によりますと、日本語は、4レベルあるけれども、
2番目と 3番目の間でどっちについていいか分からなくて困ったそうです、学
生によってはやさしいほうにいってしまう。そして、難しいほうにいった学生は
大変というのがありました。そういうことを申し上げましたら、ちゃんと大学の
ほうで対応してくださって、新たにもう 1レベルつくっていただいて 5レベル
あるということです。法政さんはうちの大学で今回一番人気で、9名ぜひ行きた
いという学生がいて、3名に絞るのが非常に大変でした。
○丸山　ありがとうございます。教材、それから教師研修の連携という期待以外
にということですね。それから、スーター先生については、学位ということへの
期待以外に何かということですね。それでは、ちょっとご発題と違うところで触
れていただければと思います。
○徐　言語政策に言及したいと思います。今、中国では中国語教育に非常に力を
入れて、華東師範大学では教育部に依頼されて、センターになっております。考
えてみますと、やはり留学生を大切にするという視点で、市内のキャンパスはほ
とんど留学生で埋まっています。我々は新しいキャンパスに移動しましたが。華
東師範大学では、またニューヨークと連携をして、中国で初めての上海ニューヨ
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ーク大学をつくりました。私が言いたいのは、立教大学はどうして人気があるの
か、自分の実感ですけれども、すんなりと、例えば、教材研修会議の先生方は非
常に国際的な感覚を持ってすぐに仕事に取り込んだというところに非常にびっく
りしました。ですから、このような国際的な大学、そういう感覚を持っている大
学は留学生を受け入れるときも、多分ほかの大学と違った点を私は強調したいし、
期待しておりますし、ほかの大学もぜひ本当の意味での国際的な視野を広げて温
かく留学生を迎えていただきたいと思います。
○スーター　日本語、日本文化を専攻している学生が、やはり交換するときは全
然問題はないのですけれども、問題になっているのは、時々ほかの、例えば、
BachelorofArtsと一緒にほかのディグリーを同時にやっている学生で、例えば、
法学の commerce などをやっている学生が、そのメーンは、帰ったら法学の先
生たちはそんなにフレキシブルじゃないから、時々単位がもらえないのは、それ
が問題になるんですね。日本の大学の問題ではなくて、帰ったら、うちの大学の
問題で、しかも私の学部の問題ではなくて。ほかの学部の問題ですから、ちょっ
としようがないですよね。
○丸山　ありがとうございました。5時を過ぎましたので、そろそろまとめたい
と思います。本日のシンポジウム、趣旨説明のところで 3つのポイントを出し
たと思います。1つは、学習者を中核として自分たちは何ができるのかというと
ころでしたが、1つは、大島先生から、学習者をよく見るということを教えてい
ただいたと思います。それは中を丁寧にしていくというところで、またこれから
さらによくしていくための示唆を得ることができたと思います。ありがとうござ
いました。
　そして、徐先生、スーター先生からは、より、今度は外との連携によって、学
習者を見ながら、でも、外と一緒に関係を強めていくことで、より学習者にとっ
ても、私たちにとっても、それから海外の大学にとっても未来が開かれていくよ
うな可能性をお示しいただいたと思います。
　それから、次は日本語教育という分野を超えたところで何ができるのかという
ところで、日暮先生からは、日本を知らない先生方に、教養教育の中に日本研究
の視点を入れるという取り組みをご紹介いただきました。私たちはそういった取
り組み、それから他学部の先生方との連携ということも今日話題に出ていたと思
うんですけれども、そうふうに日本語教育の中だけで完結するのではなくて、外
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に目を向けていって働きかける。それから、知日派ですね。日本を知るという方
を増やしていくということに対する示唆をいただいたと思います。どうもありが
とうございました。
　こういった試みを私たちの小さな、それで新しい組織がこれから幾つかやって
いきたいという中で、きょうプログラム評価という視点をいただきまして、自分
たちがどういうゴールを目指すのか。それに向けてどういうふうな取り組みをど
んなふうに位置づけてしていくのかということを考えながらこれからやっていき
たいなと思います。小さな組織ですので、できること、それからマンパワーの問
題もありますけれども、でも、やる、やっていきたいという気持ちでまいりたい
と思います。できることを建設的に、それから、めげないで前を向いてやってい
きたいと思います。フロアの皆様のいろいろなご意見もありがとうございました。
そろそろ終わりに向けて司会にバトンを渡したいと思います。
